
第９回全国高等学校情報教育研究会全国大会（神奈川大会）

専修大学

201６.８.９（火）

神奈川県立鶴見高等学校 情報科 井本絵里

社会と情報における

「情報モラル」に関する標語作成の授業実践報告



本日の発表内容

１．はじめに

２．実践内容

３．結果と考察

４．まとめ



はじめに



はじめに【自己紹介】

井本絵里（いもとえり）

 情報科教員（２年目）

 鶴見高校 所属

 熊本 出身



はじめに【本校の紹介】

 神奈川県立 鶴見高等学校

 生徒数：９５３名

 全日制の普通科

 スマートフォンの使用に関する生徒指導が増加傾向

➡ 情報モラル教育の重要性が高まっている



はじめに【情報科の紹介】

 科目「社会と情報」

 対象：１年生 ３１８名

（男子 ２１３名 女子 １０５名）

 クラス：４０名（３９名） × ８クラス

 授業数：５０分 ×週２回（２単位）

 教科書：実教出版「高校 社会と情報」



はじめに【TTについて】

 TT ６名（２クラス×２名、１クラス×４名）

 打ち合わせ：

 授業前後の休み時間

 授業資料・レジュメを

フォルダに保存、各自確認

 授業時：

 出欠確認

 関心・意欲・態度の評価

（授業ノートへの記入）



はじめに【年間指導計画】

昨年度まで 今年度

文書作成
アニメーション

座学
・アナログとディジタル
・２進数の計算
・情報モラル（著作権）

表計算

プレゼンテーション

情報モラル

表計算
文書作成
アナログとディジタル
画像処理

問題解決

4～7月

9～10月

11～12月

1～3月

定期考査

定期考査

定期考査・実技テスト



情報教育のキーワード



はじめに【本校生徒の携帯電話の使用状況】(n=150)
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スマートフォンの所持率 約97％ 毎日携帯電話を使用 約98％

高校入学前に使用開始 約62％ LINE使用率 約98％
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トラブル経験率 約22％ コミュニケーション上のトラブルが多い

コミュニケーション上の悩みが多い 家庭のルールがない約50％

はじめに【本校生徒の携帯電話の使用状況】(n=150)



実践内容



「情報モラル」の単元構成

 前期（４～７月）

★導入：スマホトラブルを考えよう

KJ法でスマートフォンに関連したトラブルを整理

①ネット越しのコミュニケーション

②個人情報とセキュリティ

③知的財産権



「情報モラル」の単元構成
【①ネット越しのコミュニケーション】

 1時間目：知人とのネット越しのコミュニケーション

 2時間目：不特定多数の人とのネット越しの

コミュニケーション

 3時間目：情報社会を生きるうえで

 4時間目：標語をつくろう

 5時間目：標語をポスターにしよう



実践内容
【1時間目：知人とのネット越しのコミュニケーション】

LINEのトーク例を用いて、アサーションな返答を考える

活発な意見交換が行われたが、表面的な議論に留まった

↓
★今後の改善★

ディベード形式で話し合う等、より考えを深める工夫をする

反省



Twitterを元に、不適切な投稿とは何か、その危険性と予防策

について考える

実践内容
【2時間目:不特定多数の人とのネット越しのコミュニケーション】

『ダメなことはわかっている、けどこれくらいは大丈夫』
という意識を変えられなかった

↓
★今後の改善★

より実生活に関連して考えられる題材の準備

反省



テクノ依存症や児童ポルノ被害、盗撮、歩きスマホなど、

情報社会で生じている問題について知り、対策を考える

ほぼ座学だった

↓
★今後の改善★

グループごとにテーマを変えて対策を考える など

反省

実践内容
【3時間目：情報社会を生きるうえで】



これまでに学んだことを、他者に呼びかける標語の形で表す

実践内容
【4時間目：標語をつくろう】



実践内容
【4時間目：標語をつくろう】

①テーマを考える

↓

②標語の作成

↓

③４人１グループで

発表・相互評価

↓

④相互評価の確認

↓

⑤自己評価





作成時の様子



ポスター完成時
の様子



結果と考察



結果と考察【ルーブリック】

S 独創的な標語が作成できている

A 明確な意図を加えて標語が作成できている

B 標語が作成できている

C 十分に標語が作成できない



結果と考察 【生徒の相互評価】

個々の視点から相互評価ができていた



結果と考察 【生徒の自己評価】

自己の課題の発見

情報モラルの重要性の再認識

他者との価値観・表現の違いへの気づき



結果と考察
【「携帯電話の使用方法の変化」アンケート】

相手に返信をする前に自分の文章が相手に勘違いされないか
しっかり見直すようになった。

SNSを利用するときには、一時的な感情に流されずに投
稿する前には必ず２,３回読み直すようにした。

向こう側に相手が存在することを意識して打つように
なった。

LINEやTwitterは、個人情報や勝手に他人の写真をアップし
ないなど考えて使用するようになった。



まとめ



まとめ【実践の成果】

 誤解のない表現で相手に伝えるよう心がけることを

意識付けられた

 写真のネットへの公開に配慮する生徒が増えた

 グループワークや生徒同士の話し合い活動を多く取

り入れたため、お互いの価値観の違いに気づけたり

思考を深めたりすることができた



まとめ【今後の課題】

 授業内の理解がまだまだ実生活に結びついていない．

 グループワークを増やしたため、昨年より進度が遅い．
操作スキルは身についていない．

 繰り返し指導を行い、意識の変容を促す

 より効果的な授業・教材を模索する

 ＴＴの先生との連携を強化する

生徒の身近なところに焦点を当て、
実生活に役立つ授業づくりを目指していきたい



ご清聴ありがとうございました

ご指導のほどよろしくお願いします


